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1．はじめに～沿岸漁業への気候変動の影響 

気候変動の影響が深刻化するにつれ，社会全体と

して待ったなしの気候変動対策が始まっている．漁

業も例外ではなく，わが国の沿岸浅海域では，気候

変動に起因した生態系の構造変化に伴い，漁獲対象

魚種やその資源量分布が変化し，漁場の状態が大き

く変わりつつある．同じ海域内で継続的に漁をする

沿岸漁業は，資源分布や漁場の変化の影響を受けや

すく，各浜で長年培ってきた経験知や伝統知が機能

できず，漁獲量の深刻な低迷が続いている． 

令和4年に閣議決定された新たな水産基本計画で

は（水産庁，2022），3 つの柱：（1）海洋環境の変化

も踏まえた資源管理の着実な実施，（2）増大するリ

スクも踏まえた水産業の成長産業化の実現，（3）漁

村の活性化の推進，が掲げられ，どの柱にも気候変

動への早急な対応という要素が含まれている．また，

3 つの柱に横断的に推進すべき施策として，政府で

進める脱炭素社会の構築に向けたカーボンニュー

トラルへの対応を掲げ，漁船等の排出削減だけでは

なく，気候変動緩和策として二酸化炭素吸収源の追

究も明記された．このような背景から，気候変動の

影響に対し，沿岸漁業が適応していくための新しい

オプションの一つとして，ブルーカーボン生態系と

しての海草・海藻類の活用が注目されるようになっ

た． 

2．沿岸浅海域におけるブルーカーボンを 

用いた気候変動対策への期待 

気候変動対策を皮切りに，持続可能な発展への社

会変革に向け，脱炭素社会と資源循環型社会の構築

を主軸にした取り組みが国内外で活発化し始めて

いる．国連気候変動枠組条約第 26 回締約国会議で

は，気候変動の緩和策・適応策の両側面が期待でき

るアプローチとして，NbS（Nature-based Solutions）

と呼ばれる，自然生態系を活用した課題解決の取り

組みが注目を浴びるようになった（大橋・岡野，

2021）．豊かな自然資本とその生態系サービスが費

用対効果の高い基盤となり，環境・社会・経済の各

方面で同時に持続可能性を高めることが出来るた

めである．これにより，ネイチャー・ポジティブも

社会変革のための主軸に加わる． 

ブルーカーボン生態系とは炭素貯留能力の高い

海洋大型植物を優占種とする生態系で，効果的な二

酸化炭素吸収源として機能する（図 1）．わが国にお

いても重要なブルーカーボン生態系である海草・海

藻藻場は，水産分野では水産資源の育成場として，

水質浄化など沿岸環境を維持するグリーンインフ

ラとして，また食料生産を担う沿岸漁場として長き

にわたり管理が続けられてきた（堀・山北，2021）．

つまり，ブルーカーボン生態系の維持・拡大は，同

時に食料生産や他の生態系サービスをも向上させ

ることにつながることから，高いコベネフィットが

発揮され，沿岸漁業の持続性を向上させることにも

つながることが期待できる． 

このようなブルーカーボン生態系の特徴から，食

料生産と吸収源の両立ができる藻場やその構成種

である海藻類への関心が高まり，欧米諸国において

も藻場の維持拡大，加えて人工藻場ともいうべき海

藻養殖が各地で実施されるようになった（堀・桑江，

2021）．世界第 1 位の海藻養殖生産量（約 2,100 万 t）

を誇る中国でも，海藻養殖の二酸化炭素吸収源とし

ての価値が見いだされ，気候変動対策に組み込まれ

るようになった（Gao et al.，2022）．国際社会では，

持続的な開発目標を達成するための行動 10 年

（SDGs），持続可能な開発のための国連海洋科学の

10 年，国連生態系回復の 10 年，および世界食糧機

関（FAO）が進めるブルートランスフォーメーショ

ンなど，同時並行で進む海洋関連の動きの後押しも

あり，減少を続けるわが国の漁業生産に相反し，世

界の漁業生産と海藻生産は増加傾向となっている
*水産研究・教育機構 水産資源研究所/水産技術研究所（Masakazu 

Hori） 0369-5247/24/¥500/1 論文/JCOPY 



4 農業および園芸 第 99 巻 第 1 号 （2024 年） 

 

（FAO，2022）． 

 わが国でもブルーカーボン生態系は IPCC ガイド

ラインに基づく有効な二酸化炭素吸収源でもある

との認識が広まり，自国の温室効果ガスインベント

リにブルーカーボン生態系を組み入れる動きが始

まっている．その動きと並行して，ブルーカーボン

の特性を利用したカーボンクレジット制度，海洋バ

イオマス資源の利用技術開発など，社会経済活動で

の活用を視野に入れた取り組みも開始された．食料

生産への貢献とともに，森林等と同様に二酸化炭素

吸収源およびバイオマスとしての利用も視野に入

る段階になっている． 

3．ブルーカーボンを活用した漁業の取り組み 

 藻場は二酸化炭素吸収源として活用が期待され

る一方で，気候変動の影響も大きく受けている．磯

焼けなどで急速に分布面積を減少させている海域，

これまで自然に成育していた藻場が人為的な管理

無くして成立できなくなった海域など，人為的介入

の強度を上げなければならない海域が着実に増加

している． 

 例えば北海道のコンブ藻場では，気候変動の影響

が顕在化する前まで，冬季の結氷が浅場の岩場表面

を削ることで新しいコンブの加入場所を作り，コン

ブ藻場の遷移更新を引き起こしていた．しかしなが

ら，気候変動が進むにつれて冬季に結氷しなくなり，

この自然攪乱を人為的に行う必要が生じている（水

土舎，2007）．コンブ自体の成育不良も問題化し始め

たため，天然資源から養殖生産への切り替えを検討

している地域もある． 

 また東京湾では，気候変動に起因する食害の増加

やエサ不足，風浪激化等によりアサリ資源が激減し

ている．ところが海草藻場がある海域では，海草藻

場が上記のような減少要因からアサリ個体を保護

する天然の防護ネットの役割を果たし，海草藻場内

にアサリ稚貝が多くするようになっている．ただし，

図 1 ブルーカーボン生態系のうち，藻場による二酸化炭素貯留の概要図 
バイオマスそのものが二酸化炭素の貯留庫とならずに，図中の①～④の 4 つのプロセスにより，長期間安定的に

二酸化炭素由来の有機炭素を貯留する． 
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海草藻場を放置しておくと，数年のうちに被覆性の

二枚貝（ホトトギスガイ）マットが藻場内に形成さ

れてしまい，底質表層を覆ってしまう．それにより

アサリが死亡するとともに，海草そのものも駆逐さ

れてしまうため，ホトトギスマットを除去する管理

が無ければ，せっかく増えたアサリも海藻藻場も減

少してしまう．そこで海草藻場をホトトギスマット

ごと適度に間引き，二枚貝礁の形成を防ぎつつ，有

効な二酸化炭素吸収源として持続的な藻場の更新

と成長を促すとともに，その間引き管理の過程でア

サリ稚貝を回収し，別の蓄養場所で出荷まで成育さ

せることでアサリ漁業と気候変動対策を両立させ

る取り組みが実施中である． 

先に述べた新しい水産基本計画では，単一漁法か

ら複数漁法による複合的漁業への転換や，漁業以外

の産業を取り入れた海業の活性化の推進が掲げら

れている．以前は単一の漁法で十分な漁が可能で

あったが，気候変動の影響で漁期が短くなり，ある

いは漁そのものがなくなることもあり，休漁期間が

増加するようになった．そのため，他の漁法を使っ

て別魚種の漁を行う，あるいはグリーンツーリズム

や遊漁などを取り入れて休漁期間の収入を確保す

る海業など，漁業の持続性と漁村の活性化を実現す

ることが想定されている．ここに藻場の管理や海藻

養殖による二酸化炭素吸収源の維持・拡大を組み込

み，吸収源に対して発生するカーボンクレジット，

あるいは生産物であるバイオマスを活用すること

で，地域での漁業活動と気候変動対策を連携させる

動きが各地で始まっている． 

4．おわりに 

～ブルーカーボンの今後の展開に向けて～ 

 気候変動の影響により漁獲量が減少した魚種が

多い中，ブリ類など安定的に漁獲されている魚種も

いる．ただし，これら気候変動下での救世主的魚種

も，将来の資源量には不安材料を抱えている．いく

つかの主要魚種はその産卵や稚魚期において，藻場

や沖合へ流出した流れ藻を利用しており，その典型

としてブリ類は天然資源だけでなく，海面養殖の種

苗にも流れ藻につく稚魚「藻ジャコ」を利用してい

るため，漁獲量・養殖生産量ともに藻につく藻ジャ

コ量に依存している（水産研究教育機構，2023）． 

 

 流れ藻もブルーカーボン生態系である藻場の産

物であり，我が国周辺に分布する流れ藻はわが国沿

岸域の藻場のみならず，中国からも多く供給されて

いる．そのため流れ藻は，自国の外の都合で変動す

る，不安定な資本と言える．近年，中国でも海藻の

減少が始まっており，沖合を流れる流れ藻量は年変

動が大きくなっている（図 2）（Taniguchi et al.，2022）．

資源の持続可能性を上げるためには，自国内に流れ

藻の供給源を構築するなど，ブルーカーボンと連携

した動きを必要とすることが有効である． 

 また，全世界で脱炭素社会の構築が急務となり，

海外では再生可能エネルギー施設や，食料生産の拡

大に向けた大型海面養殖施設の構築が加速してお

り，これらの人工構造物による沿岸漁場の変化にも

対応せざるを得ない状況になっている．我が国も例

外ではなく，近い将来に同じ状況になる懸念がある．

このような変動緩和・適応策と沿岸漁業との調和に

向けて，ブルーカーボンの活用がその一助となるこ

とに期待したい． 
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図 2 衛星画像解析による日本周辺海域における流れ藻の分布量推定結果 
Taniguchi et al.（2022）を改変．海域を 6 海域に分割し（左図），海域別の集計も行っている．ここでは日本沿岸

全体での流れ藻量の年変動（右上図），藻ジャコに重要な海域の南西諸島および九州東シナ海の年変動（右下図）

を示す．南西諸島および九州東シナ海域での 2020～2021 年の流れ藻量の減少が顕著であり，現に 2020～2021 年

はモジャコ量も減少している． 

2018年 2019年 2020年 2021年

九州東シナ海南⻄諸島

⽇本沿岸全体
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